福祉・介護施設の周辺業務に対する機器活用の可能性 -「介護現場革新プラン」の議論と業務階層化の視点を踏まえて- by 浅石 裕司
日本福祉大学社会福祉学部






































































































症グループホーム協会，日本慢性期医療協会の会長らが名前を連ねている．令和 2 年 6 月 1 日確
認時点で，平成 30 年 12 月から令和 2 年 3 月まで，計 5 回開催されており，平成 31 年 3 月には，
会議を踏まえた『介護現場革新会議　基本方針～介護職員と介護サービス利用者のための「介護
現場革新プラン」～』（以下，「革新プラン」という．）を公表している．また，革新プランを根
拠としたパイロット事業が，平成 31 年度（令和元年度）に全国の 7 つの県及び市で実施されて
おり，第 5 回会議では，その報告がまとめられている．

































































































　これまでの介護職は，「B 群～ E 群」までの仕事について，人や組織によってその負担割合は
異なるにしても，すべてを担ってきたと考えられる（図中の，実線部分）．革新プランにおいて






























現在担っている B 群～ E 群の業務について，ロボットの導入による対応策を挙げると，例えば，























群と C 群）」，「ケアワークとその周辺業務（C 群と E 群）」，さらには「ソーシャルワークやケア


























































































































が非常に少ないことは，第 1 章で述べたとおりである．そこで本論文では，第 1 章の表 1，表 2
及び図 1 で整理した革新プランの議論を踏まえて，「福祉・介護の周辺業務」を「リネン交換，
掃除，配膳下膳，片付け，運転業務，入浴準備，洗濯，食器洗い」を指す，と定義して今後の議


































































4 1 5 15 4 0 16 13
合計 8 4 12 24 7 0 23 19
※複数の重点分野、目的に該当する提案があるため、全体の合計が 52 の提案数と一致しない。











　表 3 で「その他」として 19 件あったうち，「介護業務以外」と定義された，岩手県，富山県，
三重県，広島県，沖縄県の 5 つを除外し15），さらにその内容をまとめたものが表 4 である16）．こ
こからさらに，本論で定義した介護業務の周辺業務である「リネン交換，掃除，配膳下膳，片付
け，運転業務，入浴準備，洗濯，食器洗い」を抽出すると，青森県の浴室清掃支援ロボットと，






























































































































者が児童福祉施設で勤務していた際には，毎日 3 回の床の消毒作業があった．1 回目は宿直明け
の職員は早朝 5 時に起きて，利用者が起きる前に廊下の床を掃除し，2 回目は児童が学校にいる





































が，床の消毒作業を 1 日 1 時間27）行うと想定する．時給に換算すると，おおよそ 1,500 円程度28）























































































































































































護の周辺業務」ではなく，「福祉の業務そのもの」であり，第 1 章で示した図 1 でいうと，E 群



















































　1 点目は，福祉・介護現場における業務の切り分けについてである．本論文では業務を A ～ E
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岩本晃一・田上悠太（2018）「人工知能 AI 等が雇用に与える影響；日本の実態」『RIETI Policy 

































































































































































































16）なお，表 3 では 19 件となっているが，同報告書を読み，筆者が読み取ることが出来たものは，16 件
（16 都道府県からの提案）のみである．表 4 は，16 件の中から，「介護業務以外のその他の業務」であ









19）小野（2014）は，1994 年～ 1998 年，「高齢者・障害者用食事搬送自動ロボットシステム」が国家プロ
ジェクトとして初めて福祉施設で実験されたとまとめている．
20）アイロボット社のルンバやブラーバジェットが有名である．





















27）先述の，1 日 3 回，1 回あたり 20 分の床の消毒作業を想定している．
28）ごく単純な計算となるが，年間給与額が 400 万円と想定すると，賞与 4 か月分を除く月収は 25 万円
となる．月 20 日勤務すると，1 日あたり 12,500 円，これを 8 時間で割ると，1,562 円となる．
29）例えば，アイロボット社の床拭きロボットの「ブラーバジェット」であれば，税抜きで約 7 万円で購
入することができる．
30）以前筆者が勤務していた社会福祉法人のある施設において，利用者の飲み物にとろみを自動でつける
サーバーを導入したことがあると聞いた．しかしこのサーバーは，とろみをつけることに関しては業務
負担が軽減できたが，毎日その機器を分解清掃しなければならずトータルとして業務負担が増える結果
となり，現在は使用していないとのことであった．
31）筆者が以前勤務した社会福祉法人の中で，300 人ほどの職員がいる施設の総務部に在籍していた経験
を踏まえて記載している．
32）ここでは，機械の故障などのリスクは，一旦考慮せずに述べている．
33）例えば，扶養の都合上，雇用時間を月何時間以下に抑えたいという事情がある人もいる．
34）社会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門委員会（2017）の p.10 や，厚生労働省（2020）の革新プラ
ンの p.8 においても，介護人材のすそ野の拡大についての視点がある．ただし，それは必ずしも労働を
介したものとして述べられているわけではない．例えば，介護現場革新プランにおいても，「幼少期か
ら高齢者と自然な形で交流できる社会を作っていくこと」や，認知症サポーター養成講座などを通じた
理解促進，パンフレットの作成，「介護に関する入門的研修」など，様々な視点で新規人材確保につい
て述べられている．
35）例えば，中井（2018）は，人手不足の介護現場において，外国人介護者が，わが国の介護の業務内容
を担うことができるという意味でワークシェアリングの可能性について論じている．しかしながら，そ
もそも低賃金が指摘される介護業界において，労働をシェアすることで更なる低賃金化を招かないかや，
介護職の専門性が担保できるかについてなどは議論されておらず，こうした点についてもより詳細な議
論が必要だと思われる．
36）（公財）テクノエイド協会（2014）は，主にリフトを使用した移乗の場面を想定しながら，福祉・介
護の現場には，腰痛になっても人の手で行うことが当たり前であるという考えや，「福祉機器を使った
介護は冷たい，人の手で行う介護は温かい」，「リフトで移乗するのは，人を荷物扱いにしている」とい
う意見があると指摘している．そして，それらは介護のあり方に対する誤解に起因していると述べてい
る（pp.28-44）．
37）ソーシャルスキル・トレーニング．精神疾患や発達障がいがある方をはじめとする，社会の中で生活
していくために必要な技能を習得する訓練．
38）全国老人福祉施設協議会が 2017 年に報告した『特別養護老人ホームへの介護ロボットの導入に伴う
効率的・効果的な介護提供体制のあり方に関する調査研究事業報告書』のような分析が必要である．同
報告書では，見守りシステムの効果について検証している．
